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【主担当部局：県土整備部】 

県民の皆さんとめざす姿（令和５年度末での到達目標） 

東海環状自動車道や近畿自動車道紀勢線など高規格幹線道路の整備が進み、幹線道路やこれらにア

クセスする道路等の整備、道路・港湾施設等の適切な維持管理に取り組むことで、県民の皆さんの安

全・安心が高まるとともに、地域間の交流・連携が広がり、地域の経済活動が活性化しています。 

 

主指標     

目標項目 
令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標達成 
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

県民生活の安
全性・利便性の
向上や地域の
経済活動等を
支援する道路
の新規供用延
長（累計） 

 7.4km 

 

20.0km  29.6km 

－     

目標項目の説明と令和３年度目標値の考え方 

目標項目 
の説明 

高規格幹線道路、直轄国道およびこれらと一体となった県管理道路の新規供用延長 

３年度目標値 
の考え方 

令和３年の三重とこわか国体・三重とこわか大会の開催に向け、県内外の交流・連携を広げ
る道路ネットワークを形成するとともに、県民生活の安全性・利便性の向上をめざして、令
和３年度までに 20.0km 新規供用することを目標値として設定しました。 

 

副指標   

目標項目 

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標達成 

状況 
目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

橋梁の修繕 

完了率 

 100％ 
 

100％        100％ 

100％           

県管理港湾に

おける岸壁等

の更新実施延

長（累計） 

 280m 

 

340m        470m 

240m           

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ「守る」～命と暮らしの安全・安心を実感できるために～ 

 Ⅰ－１ 防災対策 

   Ⅰ－１－１ 防災対策の推進   

   Ⅰ－１－２ 治山・治水・海岸保全対策の推進 

道路網・港湾整備の推進 

 

 



現状と課題 

①令和３年度に開催される「三重とこわか国体」、「三重とこわか大会」および「第９回太平洋・島サ

ミット」に向け、県内外からの来場者の安全性・利便性の向上を図るため、道路整備が急務となっ

ているほか、快適かつ安全な移動を確保するため、適切な維持管理に努めていく必要があります。 

②近年、デジタル技術や情報通信基盤の技術革新が進展するなか、道路の維持管理を取り巻く環境は

大きく変化してきています。道路交通の円滑化、安全・安心の確保、維持管理業務の効率化等を図

るため、交通状況や路面状況のモニタリング等にＩＣＴやＡＩなどの先端技術を活用していく必要

があります。 

③量的な道路整備が一定程度図られつつあるなか、自動車を中心とする交通円滑化や交通安全の推進

だけでなく、地域の活性化や新たな生活様式の実現に向けた道路空間の再構築も進めていく必要が

あります。 

④新名神高速道路の亀山西ＪＣＴにおいて名古屋方面と伊勢方面を結ぶランプウエイの完成による

東名阪自動車道とのダブルネットワーク機能強化をはじめ、多くの幹線道路等の整備が進み、県民

の皆さんの安全・安心を支えるとともに、地域の経済活動や国内外からの集客・交流等が促進され

るなどの整備効果があらわれてきていますが、都市部における慢性的な渋滞の発生、近い将来に発

生が懸念される南海トラフ地震等の大規模自然災害への備えなど多くの課題があります。このため、

引き続き高規格幹線道路網の整備促進に重点的に取り組む必要があります。直轄国道においても、

未事業化区間であった鈴鹿四日市道路が令和２年度に新規事業化されるなど、県内の幹線道路網の

形成に向け大きく前進しましたが、未だミッシングリンクが残っています。さらなる整備促進を図

るため、高規格幹線道路および直轄国道の開通見通しの早期公表や早期整備の必要性について、関

係市町や地域住民、地元民間企業等と一体となって国等に要望していく必要があります。 

⑤地域から高速道路ネットワークへのアクセスの向上を図るとともに、自然災害時の避難に資する県

管理道路の整備を推進しています。また、地域ニーズにきめ細かに応えるため、待避所の設置など

柔軟な対応を織り交ぜながら整備を推進しています。しかし、頻発する自然災害への備えや歩行者

の安全確保など多くの課題が残されています。 

引き続き高規格幹線道路や直轄国道の整備効果を最大限に生かす道路ネットワークの形成を図る

とともに防災、安全に資する県管理道路の整備と、地域ニーズへの的確な対応に向けた県管理道路

の整備を推進する必要があります。 

⑥通行時の安全性・快適性の確保に向け道路施設のサービス水準を継続的に維持していくため、点

検・診断・措置・記録のメンテナンスサイクルを確立し、計画的な修繕・更新を実施しており、舗

装については、平成 30 年度に改定した「三重県道路舗装維持管理基本計画」の管理基準に基づく

修繕を令和元年度より実施しています。また、通学児童や未就学児の安全確保を図るため、現地点

検および対策を実施しています。 

道路利用者が安全かつ安心に通行するためには、すべての道路管理者が連携してメンテナンスサイ

クルを継続的かつ確実に回していく必要があることから、今後も、計画的な修繕を進めるとともに、

通学児童や未就学児の安全確保を図る必要があります。 

⑦県管理港湾について、利用者の安全性や港湾の機能を確保するため、老朽化した施設を補修すると

ともに、大規模地震時の緊急物資輸送ルートの機能を確保するため、臨港道路の橋梁の耐震対策を

進めています。港湾は地域経済を支え、防災拠点としての役割を果たす必要があることから、引き

続き、計画的かつ効率的な補修に取り組むとともに、緊急物資輸送ルートの機能を確保するための

臨港道路橋梁の耐震化を進める必要があります。 

 



令和３年度の取組方向 

①「三重とこわか国体」、「三重とこわか大会」における会場へのアクセスルートとして期待される国

道 42 号熊野尾鷲道路（Ⅱ期）（L=5.4km）および県道館町通線（御側橋）や県道上野大山田線等

（L=2.1km）の供用をめざします。また、両大会のほか、「第９回太平洋・島サミット」に向けた維

持管理についても、快適かつ安全な移動を確保するため、関係機関と連携・協議のうえ、舗装修繕

や路面標示・除草など必要な対策を実施します。 

②平常時はもとより感染症や災害の発生時においても、的確に情報発信等ができるよう、道路の利用

状況等を迅速に収集把握するためのＡＩカメラ等を設置するとともに、官民連携による道の駅等へ

のデジタルサイネージの整備を検討します。また、道路等施設の状況を遠隔で把握し、迅速に適切

な管理を行うことができるよう、スマートフォン等を活用したシステム等を構築していきます。さ

らに、加速する社会のデジタル化の動きをふまえ、路面標示の劣化状況の判定など、ＡＩ技術の導

入に向けた課題や実用化等について検討し、管理の高度化、省力化をめざします。加えて、道路イ

ンフラ側から自動運転を支援する手法等について、先進事例を参考に検討していきます。 

③津駅周辺において、地域を豊かにする歩行者中心の道路空間の構築や民間と連携した新たな交通結

節点づくりを推進するため、津市や関係団体と連携して駅周辺の活性化や防災等さまざまな視点か

ら駅周辺の道路空間の活用に関する基本的な構想をとりまとめ、整備方針や事業計画等の具体化に

向けた検討を津市と協働して進めます。また、このプロジェクトをモデルとした道路空間の有効活

用等について、県内各地への波及を検討します。 

④産業活動や観光交流の拡大に伴い増加する交通需要への対応や交通渋滞の解消、成長力を強化する

物流ネットワークの強化、地域のさらなる安全・安心の向上をめざし、新名神高速道路（６車線化）、

東海環状自動車道、紀勢自動車道（４車線化）、近畿自動車道紀勢線等の高規格幹線道路や、北勢

バイパス、中勢バイパス、鈴鹿四日市道路等の直轄国道の整備促進に向けた取組を推進します。具

体的な取組として、沿線への企業進出件数などのストック効果の発現状況や観光集客への波及効果

など、道路整備が確実に地域の生産性向上や地方創生に資することを示すなど、地域住民や企業等

と連携し、国等に働きかけます。また、県内外の交流・連携を広げるため、道路ネットワーク機能

の強化をめざし、鈴鹿亀山道路、名神名阪連絡道路の事業化に向け、国等と連携して調査・検討を

進めます。 

⑤高規格幹線道路や直轄国道の整備効果を最大限に生かす道路ネットワークの形成や緊急輸送道路

等の整備を図るとともに、地域ニーズへの的確な対応に向けて、待避所の設置など早期に効果を発

現できる柔軟な対応を織り交ぜながら、計画的かつ効果的・効率的な県管理道路の整備を推進しま

す。令和３年度は、県道津久居線（久居工区）や県道伊勢大宮線（野添工区）等の供用をめざしま

す。 

⑥道路利用者等が安全・安心・快適に利用できるよう、橋梁等道路施設について、計画的な点検、効

果的な修繕を行うとともに、極めて剥離が進んだ区画線の引き直しを継続的に実施するなど、適切

な維持管理を進めます。また、道路施設の老朽化対策等を可視化する「維持管理の見える化」の取

組を進めます。さらに、通学児童等の安全確保を図るための対策や、太平洋岸自転車道のサイクリ

ング環境創出など、道路施設の機能向上を図ります。加えて、新たな価値の創出につながるよう道

路空間の利活用の促進について検討します。 

⑦港湾施設が将来にわたり必要な機能を十分発揮するよう、点検・補修等の維持管理を実施するとと

もに、津松阪港（大口地区、新堀地区）、宇治山田港および鵜殿港において老朽化対策を進めます。

また、緊急物資輸送ルートの機能を確保するため、長島港において臨港道路橋梁（江ノ浦大橋）の

耐震対策を進めます。 



主な事業 

①直轄道路事業【基本事業名：35101 高規格幹線道路および直轄国道の整備促進】 

予算額：(R2) ９，０９７，６６６千円 → (R3) ９，６０４，８３２千円 

事業概要：地方創生、国土強靱化に資する東海環状自動車道、「命の道」近畿自動車道紀勢線や北

勢バイパス、中勢バイパス等の幹線道路網の形成を促進します。 

 

②道路調査【基本事業名：35101 高規格幹線道路および直轄国道の整備促進】 

予算額：(R2) ２０，５５０千円 → (R3) ２０，５５０千円 

事業概要：鈴鹿亀山道路の事業化に向け、整備手法の検討を進めます。また、津駅周辺の道路空間

の活用について、整備方針や事業計画等の具体化に向けた検討を進めます。 

 

③道路改築事業【基本事業名：35102 県管理道路の整備推進】 

予算額：(R2) １０,０５０,１３４千円 → (R3) １２,２３５,６２０千円 

事業概要：三重とこわか国体・三重とこわか大会における会場へのアクセスルートなどの道路ネッ

トワークの形成や第二次緊急輸送道路等の整備、地域ニーズへの的確な対応に向けて、

計画的かつ効果的・効率的な道路整備を進めます。 

 

④道路インフラメンテナンス事業【基本事業名：35103 適切な道路の維持管理】 

予算額：（R2）２,３７２,４８７千円 → （R3） ２,５２５,９１８千円 

事業概要：道路利用者が安全・安心に利用できるよう、橋梁等道路施設について、計画的な点検、

効果的な修繕を着実に進めます。 

 

⑤道路維持管理事業【基本事業名：35103 適切な道路の維持管理】 

予算額（R2）６,５２５,２３３千円 → （R3）６,６１７,４１０千円  

事業概要：道路利用者が安心・快適に利用できるよう、剥離が進んだ区画線については継続的に引

き直しを実施するなど適切な維持管理に努めるとともに、太平洋岸自転車道のサイクル

ルート活性化に向けた整備などを進めます。また、ＡＩ技術等デジタル化による維持管

理の高度化・省力化を目指すための検討を進めます。 

 

⑥港湾事業【基本事業名：35104 県管理港湾の機能充実】 

予算額：(R2) ６９５，２５０千円 → (R3) ８２６，２５０千円 

事業概要：港湾施設の定期点検・補修を実施するとともに、岸壁等の老朽化対策を進めます。また

臨港道路橋梁の耐震対策を進めます。 


